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生
涯
発
達
心
理
学
の
視
点
か
ら
捉
え
た

松
本
椿
年
の
生
涯
と
年
譜
試
作
版

　

俳
人
松
本
椿ち
ん

年ね
ん

（
本
名
松
本
傳
次
郎
）
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七

月
に
静
岡
県
駿
東
郡
中
嶋
村
（
現
在
の
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
中
島
）
の
旧
家

に
生
ま
れ
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
二
月
に
生
涯
を
閉
じ
た
地
方
俳
人

で
あ
る
。
十
歳
の
頃
か
ら
、
俳
句
の
宗
匠
で
も
あ
っ
た
父
親
か
ら
俳
号
と
俳
句

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
そ
の
父
親
の
没
後
か
ら
最
晩
年
満
九
十
八
歳
で
生
涯
を

閉
じ
る
臨
終
ぎ
り
ぎ
り
の
所
ま
で
、
ほ
ぼ
一
世
紀
に
亘
る
日
本
社
会
の
激
動
期

を
、
農
村
の
中
で
生
活
に
密
着
し
た
俳
句
と
と
も
に
生
き
た
俳
人
で
あ
る
。
こ

の
俳
人
に
つ
い
て
、
前
稿
（
宮
川
、
二
〇
一
六
）
で
年
譜
の
試
作
版
を
作
成
し

た
。
こ
の
年
譜
は
、
俳
人
本
人
あ
る
い
は
他
の
研
究
者
が
何
も
残
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
ま
さ
に
零
か
ら
の
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
手
法
と
し
て
、
単
純

に
俳
人
と
し
て
の
年
譜
を
作
成
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
構
成
す
る
た
め
に
も
、
も
っ
と
大
き
な
俳
人
の
生
涯
と
い
う
枠
組
で
、

俳
人
の
個
人
史
を
作
成
し
、
そ
の
中
か
ら
後
に
俳
人
と
し
て
の
年
譜
を
作
成
で

き
る
よ
う
な
方
向
で
の
資
料
収
集
と
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
（
出
来
事
）
の
分
類
整

理
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
松
本
椿
年
と
い
う
俳
人
個
人
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
生
涯
発
達
心
理
学
に

お
け
る
個
人
史
の
作
成
方
法
の
研
究
と
し
て
も
、
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
俳
人
に
つ
い
て
は
、
既
に
没
後
三
十
年
を
経
て
、
多
く
の
資
料
が
失
わ

れ
、
現
存
し
て
い
る
資
料
か
ら
ど
れ
ほ
ど
、
そ
の
生
涯
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を

拾
い
上
げ
、
年
譜
な
い
し
個
人
史
を
再
構
成
で
き
る
か
は
ま
だ
不
確
定
要
素
を

抱
え
て
い
る
が
、
大
筋
で
十
分
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
前
稿
で
記
述
し
た

通
り
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
俳
人
の
生
涯
に
わ
た
る
個
人
史
の
構
成
に
つ

い
て
、
こ
う
し
た
目
的
の
た
め
、
俳
句
作
品
そ
の
も
の
の
が
利
用
で
き
る
か
ど

う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
俳
人
は
特
に
適
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
俳
人
の
中
に
は
、
想
像
し
た
光
景
や
言
葉
そ
の
も
の
の
修
辞
技
法
の
み
で

虚
構
の
作
品
を
作
っ
て
い
る
例
も
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
俳
人
の
場

合
、
ま
さ
に
生
活
に
密
着
し
た
状
況
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
が
作
ら
れ
て
い
っ
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た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
俳
人
の
場
合
、
農
村
に
働
く
農
夫
と
し
て
、
農
作
業
の

傍
ら
、
そ
の
生
活
の
中
で
発
見
し
た
現
象
や
感
動
を
俳
句
に
表
現
し
て
い
っ
た

と
い
う
の
が
ま
さ
に
こ
の
俳
人
の
俳
風
で
あ
る
。
ま
た
、
日
常
的
な
農
作
業
に

よ
っ
て
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
っ
た
自
然
観
察
眼
が
、
こ
の
俳
人
の
真
骨
頂
で
あ

り
、
部
屋
の
中
で
想
像
や
俳
句
の
作
法
で
季
節
の
句
を
詠
ん
で
い
く
タ
イ
プ
の

俳
人
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
風
雅
な
自
然
の
情
景
の
描
写
だ
け
で

な
く
、
ま
さ
に
生
活
に
密
着
し
た
状
況
の
中
で
様
々
な
出
来
事
を
俳
句
に
織
り

込
ん
で
い
っ
た
。
そ
の
俳
句
作
品
の
特
徴
か
ら
、
特
に
こ
の
俳
人
の
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
に
関
わ
る
出
来
事
を
俳
句
と
共
に
抽
出
し
て
い
っ
た
の
が
、
前
稿
の
大

き
な
作
業
で
あ
っ
た
。
暫
定
版
と
し
た
理
由
は
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
年
月
に

つ
い
て
も
、
ま
だ
推
定
に
依
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
後
に
発
見
す
る
資
料
か

ら
追
加
や
修
正
と
い
っ
た
書
き
換
え
が
必
要
な
も
の
も
十
分
存
在
し
て
い
る
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
現
時
点
で
一
部
修
正
・
追
加
す
べ
き
で
き

ご
と
を
見
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
が
、
原
稿
末
の
資

料
一
に
、
現
時
点
で
の
修
正
を
加
え
た
年
譜
（
個
人
史
）
を
示
す
。

　

ま
ず
は
、
前
稿
で
試
み
た
こ
の
俳
人
の
年
譜
か
ら
、
俳
人
と
し
て
の
生
涯
発

達
の
段
階
を
、
こ
こ
で
ま
ず
区
分
し
て
み
る
と
、
大
き
く
次
の
五
つ
の
時
期
に

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
第
一
期
か
ら

第
二
期
ま
で
の
時
期
を
中
心
に
、
前
稿
で
試
作
し
た
年
譜
の
修
正
あ
る
い
は
追

加
の
事
項
に
焦
点
を
当
て
て
、
補
足
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
　

松
本
椿
年
の
生
涯
発
達
の
区
分

　

一
、
誕
生
か
ら
俳
句
の
習
作
期
（
明
治
二
十
年
か
ら
大
正
末
期
頃
）

　

二
、
俳
人
と
し
て
の
出
発
と
戦
前
の
俳
句
誌
へ
の
第
一
次
投
句
期
（
昭
和
初

期
か
ら
昭
和
十
六
年
頃
ま
で
）

　

三
、
俳
句
誌
へ
の
投
句
休
止
期
（
昭
和
十
七
年
頃
か
ら
昭
和
二
十
七
年
頃
）

　

四
、
俳
句
誌
へ
の
第
二
次
投
句
期
『
大
富
士
』『
み
づ
う
み
』
投
句
期
（
昭

和
二
十
八
年
頃
か
ら
昭
和
五
十
八
年
頃
）

　

五
、
最
晩
年
終
焉
期
（
昭
和
五
十
九
年
頃
か
ら
昭
和
六
十
一
年
二
月
）

俳
句
の
習
作
期
（
明
治
三
十
年
頃
か
ら
大
正
末
期
頃
）

　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
歳
、
尋
常
小
学
校
最
終
学
年
四
年
な
い
し
翌

年
三
月
尋
常
小
学
校
卒
業
、
高
等
小
学
校
進
学
の
頃
、
父
親
で
地
方
の
俳
句
の

宗
匠
で
あ
っ
た
松
本
勘
太
郞
（
俳
号
吉
野
庵
禾
袷
）
か
ら
、
俳
句
の
手
解
き
と

椿
年
と
い
う
雅
号
を
与
え
ら
れ
、
作
句
を
作
り
始
め
る
。
こ
の
時
期
か
ら
大
正

十
一
年
十
二
月
そ
の
俳
句
の
最
初
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
父
親
が
没
し
、
そ
の
後

か
ら
本
格
的
に
俳
句
を
作
り
始
め
た
時
期
ま
で
と
す
る
。
こ
の
時
期
の
作
品
は

少
な
く
、
作
句
時
期
の
特
定
が
難
し
い
が
、
前
稿
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
未
公

刊
の
手
稿
本
句
集
の
『
つ
は
き
句
集
』（
椿
句
集
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

『
つ
は
き
句
集
』
は
、
収
録
の
句
か
ら
昭
和
三
十
年
代
半
ば
か
ら
昭
和
四
十
年

代
の
初
頭
に
か
け
て
、
と
り
わ
け
俳
句
誌
に
投
句
し
て
い
な
い
句
を
中
心
に
、

椿
年
自
身
の
記
憶
を
頼
り
に
書
き
留
め
て
お
い
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
句
集

で
あ
る
。

　

こ
の
俳
人
に
は
、
高
齢
期
に
な
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ
た
二
つ
の
句
集
が
あ

る
。
一
冊
は
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
四
月
八
十
一
歳
で
処
女
出
版
し
た

句
集
『
句
集　

老
稚
』
で
あ
り
、
も
う
一
冊
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）

四
月
九
十
四
歳
の
時
に
出
版
し
た
『
第
二
句
集　

限
界
』
で
あ
る
。
句
集
の
出

版
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
晩
成
の
俳
人
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、『
句
集　

老

稚
』
は
十
歳
の
頃
か
ら
句
作
を
初
め
て
、
そ
の
出
版
ま
で
の
約
七
十
年
間
に
渡

る
人
生
の
節
々
の
こ
と
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の

『
句
集　

老
稚
』
の
草
稿
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
つ
は
き
句
集
』
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（
椿
句
集
）
と
い
う
手
書
き
の
和
綴
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
句
集
に
、
二

百
七
十
八
句
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
『
句
集　

老
稚
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
は
百
六
十
八
句
で
あ
る
。『
句
集　

老
稚
』
に
は
合
計
七
百
六
十
一
句

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
約
二
二
％
を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。『
つ
は

き
句
集
』
は
『
句
集　

老
稚
』
の
直
接
の
草
稿
板
と
い
う
よ
り
、
そ
の
一
歩
前

の
段
階
（
昭
和
三
十
年
代
前
半
と
推
定
）
に
自
作
の
句
を
書
き
留
め
た
も
の
で

は
な
い
か
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
句
集
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
確
定
部
分
が
多
い

の
で
、
詳
細
な
分
析
は
後
に
ま
と
め
る
も
の
と
す
る
が
、
こ
の
『
つ
は
き
句

集
』
は
、
俳
句
誌
に
投
句
し
て
い
な
い
時
期
の
作
品
が
、
多
く
書
き
留
め
ら
れ

て
い
る
。
中
に
は
、
作
風
と
モ
チ
ー
フ
か
ら
、
十
代
の
若
き
日
に
作
句
し
た
も

の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
句
も
含
ま
れ
て
お
り
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
。

　

こ
の
『
つ
は
き
句
集
』
の
句
を
、
季
語
に
よ
り
季
節
を
分
類
す
る
と
、「
新

年
」
三
十
四
句
、「
春
」
六
十
九
句
、「
夏
」
六
十
五
句
、「
秋
」
八
十
九
句
、

「
冬
」
二
十
一
句
と
、
特
に
冬
の
句
が
少
な
す
ぎ
る
。
ち
な
み
に
『
句
集　

老

稚
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
句
を
、
季
節
別
に
分
類
す
る
と
、「
新
年
」
六
十
八

句
、「
春
」
百
十
五
句
、「
夏
」
二
百
十
七
句
、「
秋
」
百
八
十
二
句
、「
冬
」
百

七
十
九
句
と
特
に
冬
の
句
が
少
な
い
と
は
い
え
な
い
。

　

作
風
と
句
の
情
景
か
ら
、
俳
句
を
作
り
始
め
た
十
代
の
頃
の
作
品
と
推
定
で

き
る
句
が
、『
つ
は
き
句
集
』（
椿
句
集
）
に
数
句
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
前
稿
で
記
載
し
た
。

　

ま
ず
、
次
の
春
の
二
句
は
、
俳
句
を
作
り
始
め
た
十
歳
の
頃
の
句
で
は
な
い

か
と
推
定
さ
れ
る
句
で
あ
る
。

　
　

花
○
の
画
紙
ふ
り
ふ
り
て
蝶
を
追
ふ 

（『
つ
は
き
句
集
』
八
頁
）

　
　

遠
足
の
リ
ツ
ク
虎
杖
翁
草 

（『
つ
は
き
句
集
』
一
五
頁
）

　

最
初
の
句
は
、
図
画
に
花
丸
を
も
ら
っ
て
、
喜
び
勇
ん
で
帰
る
児
童
の
風
景

を
描
写
し
た
句
で
、
い
か
に
も
小
学
生
の
作
り
そ
う
な
楽
し
い
句
で
あ
る
。
第

二
句
も
小
学
校
の
春
の
遠
足
の
句
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
三
十
年
こ
ろ
の
農
村

の
児
童
ら
し
く
、
山
の
遠
足
の
折
、
リ
ッ
ク
に
山
草
山
菜
を
沢
山
持
ち
帰
っ

た
。
そ
の
中
に
、
食
用
と
も
な
る
春
の
野
草
虎い
た
ど
り杖

も
あ
り
、
そ
れ
を
季
語
と
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
句
は
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
四
月
、
椿
年
八
十

一
歳
で
処
女
出
版
を
し
た
『
句
集　

老
稚
』
に
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る
が

（
五
四
頁
）、
第
一
句
は
未
収
録
で
あ
る
。

　

次
に
、
第
一
句
と
似
た
春
の
児
童
の
句
が
あ
る
。

　
　

ふ
ら
こ
こ
の
二
つ
並
ひ
て
競
い
け
り 

（『
つ
は
き
句
集
』
一
三
頁
）

　
『
つ
は
き
句
集
』
で
は
、「
ふ
ら
こ
こ
」
は
「
ふ
ら
ら
こ
」
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
句
は
『
句
集　

老
稚
』
五
三
頁
に
「
鞦
韆
の
二
つ
並
び
て
競
ひ
け

り
」
と
ブ
ラ
ン
コ
を
意
味
す
る
「
鞦し
ゆ
う

韆せ
ん

」
と
い
う
語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ブ
ラ
ン
コ
の
古
語
「
ふ
ら
こ
こ
」
の
誤
写
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
句

の
二
人
並
ん
で
の
相
手
が
誰
か
と
い
う
と
、
幼
友
達
か
三
歳
違
い
の
次
兄
啓
作

で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
。「
競
い
け
り
」
と
切
れ
字
で
結
ん
で
い
る
の

で
、
思
い
出
の
光
景
を
詠
ん
だ
句
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
作
句
時
期
の
特
定
は
、
も
う
少
し
個
人
史
の
出
来
事
の
精
査
が
必
要
で
あ

る
。
同
じ
く
次
兄
啓
作
と
の
関
係
を
示
す
、
十
歳
の
頃
の
作
と
推
定
で
き
る
新

年
の
句
が
あ
る
。

　
　

書
初
や
兄
に
勝
り
し
筆
力 

（『
つ
は
き
句
集
』
三
頁
）
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二
六

　

椿
年
に
は
、
二
人
の
兄
が
い
る
が
、
長
兄
半
治
は
十
歳
年
長
で
あ
る
の
で
、

兄
弟
で
も
ラ
イ
バ
ル
と
は
な
り
得
な
い
年
齢
差
が
あ
る
の
で
、
こ
の
兄
は
次
兄

の
啓
作
で
あ
ろ
う
。

　

十
代
の
頃
の
作
品
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
、
前
稿
で
も
触
れ
た
明
治
三
十
五

年
（
一
九
〇
二
）
三
月
の
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
折
の
句
と
推
定
し
た
二
句

が
あ
る
。

　
　

卒
業
の
日
机
よ
り
出
し
か
け
ら
墨 

（『
つ
は
き
句
集
』
一
三
頁
）

　
　

卒
業
や
あ
れ
し
先
祖
の
墓
に
立
つ 

（『
つ
は
き
句
集
』
一
三
頁
）

　

そ
の
他
、
十
代
か
ら
二
十
歳
の
頃
の
句
と
推
定
し
て
も
よ
い
句
が
、『
つ
は

き
句
集
』
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
作
句
時
期
の
特
定
は
困
難
な
も
の
が
少
な
く

な
い
。
正
月
の
か
る
た
の
句
が
三
句
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
第
一
句
の
か
る
た
会

の
句
は
、「
蚕
と
り
眼
し
て
」
と
い
う
蚕
を
選
別
す
る
時
の
よ
う
な
と
い
う
表

現
は
、
養
蚕
の
経
験
を
踏
ま
え
た
表
現
な
の
で
、
十
代
よ
り
も
う
少
し
後
の
作

句
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
他
の
二
句
は
子
ど
も
時
代
の
か
る
た
遊
び

の
句
の
よ
う
に
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

か
る
た
会
蚕
と
り
眼
し
て
か
ま
え 

（『
つ
は
き
句
集
』
五
頁
）

　
　

取
り
合
ふ
て
か
る
た
一
枚
は
じ
き
あ
げ 

（『
つ
は
き
句
集
』
五
頁
）

　
　

膝
元
を
と
ら
れ
て
く
や
し
か
る
た
か
な 

（『
つ
は
き
句
集
』
六
頁
）

　

同
じ
よ
う
に
十
代
か
ら
二
十
歳
初
頭
頃
の
句
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
、

別
の
句
が
あ
る
。

　
　

移
り
来
て
端
居
な
し
ま
ぬ
山
か
た
ち 

（『
つ
は
き
句
集
』
二
三
頁
）

　
「
移
り
来
て
」
の
意
味
は
、
転
居
し
て
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
椿
年
は

生
涯
に
亘
り
、
生
ま
れ
た
集
落
か
ら
ほ
と
ん
ど
離
れ
て
い
な
い
。
季
語
は
、
縁

側
に
座
っ
て
涼
む
と
い
う
意
味
の
「
端
居
」
な
の
で
季
節
は
夏
。

　

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
六
月
十
一
歳
高
等
小
学
校
二
年
の
時
に
、
同

じ
集
落
内
に
あ
る
山
﨑
伊
三
郎
家
の
養
子
と
な
り
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

〇
）
十
月
に
養
子
縁
組
を
解
消
し
松
本
家
に
復
縁
、
同
時
に
北
郷
村
の
山
﨑
利

三
郎
次
女
す
み
を
正
式
に
婚
姻
入
籍
し
て
い
る
。
養
子
縁
組
解
消
は
、
養
家
に

実
子
の
男
子
が
生
ま
れ
無
事
に
育
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
翌
月
に
長

女
（
第
一
子
）
を
誕
生
入
籍
し
て
い
る
の
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
入
籍

が
絡
ん
だ
時
期
的
に
ぎ
り
ぎ
り
の
復
姓
入
籍
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当

時
の
風
習
か
と
思
わ
れ
る
が
、
婚
姻
を
結
ん
で
も
直
ち
に
入
籍
を
せ
ず
、
第
一

子
の
出
産
が
確
実
と
な
っ
て
か
ら
正
式
入
籍
と
い
う
こ
と
は
、
珍
し
く
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
実
際
の
婚
姻
は
、
そ
の
前
年
の
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
頃
で
あ
ろ
う
。
生
家
の
松
本
本
家
か
ら
提
供
を
受
け
た
椿
年
と

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
戸
籍
資
料
を
注
意
深
く
見
て
み
る
と
、
こ
の
妻
す
み
の
入

籍
頃
、
椿
年
は
生
家
あ
る
い
は
養
家
の
あ
る
集
落
か
ら
離
れ
、
駿
東
郡
六
合
村

生
土
三
十
六
番
地
の
住
所
と
な
っ
て
い
る
。
新
居
は
、
椿
年
の
勤
務
先
富
士
紡

績
小
山
工
場
に
近
い
場
所
あ
る
い
は
社
宅
に
構
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
次
兄
小
野
啓
作
の
家
に
も
近
い
住
所
で
あ
る
。
た
だ
、
大
正
二
年
七
月
に

生
ま
れ
た
次
女
サ
ク
の
出
生
地
は
椿
年
の
生
家
の
あ
る
集
落
の
住
所
中
島
十
八

番
地
の
住
所
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
次
女
が
生
ま
れ
た
頃
に
は
椿
年
の
生
家
の

あ
る
集
落
に
戻
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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二
七

　

さ
て
、
当
該
の
「
移
り
来
て
」
の
作
句
時
期
で
あ
る
あ
る
が
、
椿
年
の
転
居

と
い
う
事
項
を
推
定
す
る
と
、
最
初
の
可
能
性
は
十
一
歳
の
時
の
生
家
の
あ
る

同
じ
集
落
内
の
山
﨑
伊
三
郎
家
の
養
子
と
な
っ
た
時
期
が
考
え
ら
れ
る
が
、
養

子
縁
組
は
六
月
な
の
で
季
節
は
合
致
し
て
い
る
。
十
一
歳
の
句
と
し
て
は
で
き

す
ぎ
て
い
る
句
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
養
家
は
、
生
家
か
ら
徒
歩

で
数
分
の
同
一
集
落
に
あ
る
の
で
、
山
の
形
が
な
じ
ま
な
い
と
い
う
表
現
が
当

て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
家
か
ら
見
え
る
山
の
か
た
ち
が
違
う
の
で

落
ち
着
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
当
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
述
の
よ
う

に
、
妻
す
み
と
婚
姻
を
し
た
二
十
二
〜
二
十
三
歳
、
明
治
四
十
二
〜
四
十
三
年

（
一
九
〇
九
〜
一
九
一
〇
年
）
頃
、
一
度
だ
け
生
ま
れ
育
っ
た
集
落
を
離
れ
た

時
期
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
転
居
し
て
間
も
な
い
頃
の
時
期
の
句
と
い
う
可
能

性
も
高
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
九
月
に
分
家
を
し
て
、
生
家
に
近
い
場
所
に
新
居

を
構
え
る
が
、
生
家
に
近
い
場
所
な
の
で
、
住
居
か
ら
見
え
る
山
の
か
た
ち
が

な
じ
ま
な
い
と
い
う
表
現
が
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

大
正
十
一
年
十
二
月
父
親
が
行
年
八
十
二
歳
で
没
し
た
。
そ
の
父
親
の
没

後
、
句
会
に
参
加
す
る
な
ど
の
方
法
で
俳
句
を
作
り
始
め
た
時
期
。
前
稿
で
触

れ
た
よ
う
に
、
大
正
十
二
年
秋
（
十
月
頃
）
に
開
か
れ
た
富
望
ぬ
し
追
悼
句
会

で
、
椿
年
の
句
は
天
位
と
な
っ
て
い
る
。
服
部
畊
石
選
『
富
望
ぬ
し
追
悼
句

集
』（
父
親
の
没
年
の
翌
年
の
新
盆
の
句
、
推
定
年
代
大
正
十
二
年
秋
の
追
悼

句
集
）
が
あ
る
。
こ
の
追
悼
句
集
の
富
望
（
庵
）
主
と
は
、
誰
な
の
か
は
不
明

で
あ
る
。
父
親
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
亡
く
な
っ
た
俳
人
か
、
あ
る
い
は
亡
く

な
っ
た
父
親
の
別
称
な
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

　
　

供
物
た
た
霊
棚
の
灯
の
揺
ら
く
の
み

　

大
正
十
二
年
の
お
盆
は
、
父
松
本
勘
太
郎
の
新
盆
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
の

お
盆
は
、
新
暦
の
七
月
地
蔵
盆
（
七
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
）
に
行
わ
れ

る
。
そ
の
父
親
の
新
盆
を
詠
ん
だ
句
が
、
こ
の
句
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
年
の

九
月
一
日
は
、
関
東
大
震
災
が
起
き
た
年
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
方
は
静
岡

県
の
神
奈
川
県
と
の
県
境
に
あ
る
地
域
に
あ
る
の
で
、
大
震
災
で
そ
れ
な
り
の

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
震
災
か
ら
人
心
が
少
し

だ
け
一
段
落
し
た
十
月
頃
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

　

椿
年
自
身
が
書
い
て
い
る
『
句
集　

老
稚
』
の
あ
と
が
き
に
よ
る
と
、
こ
の

頃
か
ら
椿
年
は
俳
句
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
務
め
て
い
た
富
士
紡

績
小
山
工
場
の
中
に
、
俳
句
部
を
作
り
、
著
名
な
宗
匠
の
評
を
と
っ
た
り
、

『
篝
』
と
い
う
小
誌
を
発
刊
し
た
り
し
て
い
た
と
い
う
。

俳
人
と
し
て
の
出
発
と
戦
前
の
俳
句
誌
へ
の
第
一
次
投
句
期

（
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
十
六
年
頃
ま
で
）

　

大
正
末
か
昭
和
初
頭
か
正
確
な
年
代
は
現
時
点
で
は
未
確
定
で
あ
る
が
、
こ

の
頃
同
じ
中
島
の
集
落
出
身
で
、
東
京
の
俳
人
加
納
野
梅
門
下
の
坂
本
緑
村
が

帰
住
し
て
き
た
。
お
そ
ら
く
、
椿
年
が
務
め
て
い
た
富
士
紡
績
小
山
工
場
に
勤

め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
緑
村
の
勧
め
で
、
加
納
野
梅
が
主
宰
し
て
い
た
『
鬼

栗
毛
』
と
い
う
俳
句
誌
に
投
句
指
導
を
受
け
た
と
、
こ
れ
も
『
句
集　

老
稚
』

の
あ
と
が
き
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
『
鬼
栗
毛
』
を
所
蔵
し
て
い
る
図
書

館
は
見
つ
け
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
椿
年
が
最
初
に
投
句
指
導
を
受
け
た

と
さ
れ
る
俳
句
誌
『
鬼
栗
毛
』
へ
の
投
句
状
況
は
、
全
く
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

　

昭
和
三
年
以
前
の
椿
年
の
俳
句
作
品
を
特
定
す
る
の
は
、
現
時
点
で
は
多
く

の
困
難
を
伴
う
。
前
稿
で
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
椿
年
が
生
家
か
ら
分
家
し
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二
八

て
起
こ
し
た
松
本
分
家
に
は
椿
年
の
遺
品
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
八
冊
の
和
綴

本
手
書
き
句
集
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
二
冊
は
既
に
触
れ
た
『
つ
は
き
句
集
』

『
富
望
ぬ
し
追
悼
句
集
』
で
あ
る
。
他
の
六
冊
の
句
集
は
い
ず
れ
も
句
会
の
記

録
と
し
て
の
句
会
集
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
五
冊
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に

開
か
れ
た
句
会
の
句
集
、
残
り
一
冊
は
戦
後
の
句
会
の
記
録
『
三
井
園
宗
匠
古

稀
祝
賀
句
集
喜
雨
の
巻
』
で
あ
る
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
開
催
さ
れ
た

句
会
の
句
集
は
い
ず
れ
も
年
月
日
を
特
定
す
る
手
が
か
り
が
何
も
記
載
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
翻
刻
作
業
は
漸
く
終
え
た
も
の
の
、
正
確
な
年
代
推
定
が
で
き

て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
『
美
鶏
堂
門
下
陽
障
園
花
人
雅
号
披
露

句
集
』
は
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
手
が
か
り
か
ら
、
昭
和
三
年
頃
の
秋
に

開
か
れ
た
句
会
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
る
限
ら
れ
た
句
集
で
あ
）
1
（

る
。
そ
の
句

集
は
、
俳
人
と
し
て
は
昭
和
七
年
頃
ま
で
の
記
録
し
か
確
認
で
き
な
い
坂
本
緑

村
と
共
に
句
会
に
参
加
し
て
い
る
限
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
。「
初
汐
」「
女
郎

花
」「
鴨
」「
花
火
」
の
四
つ
の
季
語
が
題
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
題
に
各
二
句
出
席
し
た
各
俳
人
が
作
句
し
て
い
る
。
椿
年
の
句
は
、
各
題
の

冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

初
汐　
　
　

初
汐
や
ひ
た
ひ
た
迫
る
庭
の
先

　
　
　
　
　
　

初
汐
や
見
え
つ
か
く
れ
つ
沖
の
岩

　

女
郎
花　
　

野
生
と
は
見
ゆ
ぬ
姿
や
女
郎
花

　
　
　
　
　
　

女
郎
花
書
生
の
部
屋
に
生
け
て
あ
り

　

鴨　
　
　
　

子
供
去
っ
て
鴨
な
く
栗
の
梢
か
な

　
　
　
　
　
　

鴨
な
く
や
夕
日
は
赤
き
ち
ぎ
れ
雲

　

花
火　
　
　

花
火
果
て
帰
る
さ
道
の
闇
深
し

　
　
　
　
　
　

揚
花
火
仰
ぎ
て
溝
の
は
ま
り
け
り

　

こ
の
句
会
で
、
最
高
得
点
者
は
椿
年
で
あ
り
、「
十
印
」「
三
光
」
句
位
に
女

郎
花
の
句
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
て
い
る
。「
十
印
」
に
は
、
緑
村
の
句
も
選
ば

れ
て
い
る
。

　
　

釣
り
花
火
一
ツ
残
し
て
星
の
如
し　
　
　

緑
村

　

加
納
野
梅
の
主
宰
す
る
俳
句
誌
と
し
て
、
昭
和
四
年
一
月
か
ら
『
新
草
』
と

い
う
俳
句
誌
が
発
刊
さ
れ
、
そ
の
昭
和
四
年
一
月
発
行
の
創
刊
号
か
ら
昭
和
七

年
八
月
号
ま
で
の
秀
句
が
、
加
納
野
梅
の
選
に
よ
っ
て
書
籍
『
新
草
俳
句
集
』

と
し
て
昭
和
七
年
十
二
月
に
刊
行
さ
れ
、「
著
者
寄
贈
本
」
と
し
て
国
立
国
会

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
、
作
句
時
期
が
推
定
で
き
る
椿
年
の
次
の
句
が
あ
る
。

　
　
　

行
幸
に
就
き
天
覧
糸
の
飾
玉
を
作
る

　
　

と
も
す
れ
ば
汗
ば
め
る
手
を
洗
い
つ
つ 

（『
新
草
俳
句
集
』
一
〇
八
頁
）

　

こ
の
句
の
作
句
時
期
は
、『
富
士
紡
績
株
式
会
社
五
十
年
）
2
（

史
』「
年
表
」
昭
和

五
年
六
月
二
日
の
項
に
、
次
の
関
連
記
述
が
あ
る
。
ま
さ
に
昭
和
天
皇
静
岡
行

幸
と
い
う
出
来
事
の
直
前
の
作
句
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
椿
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二
九

年
は
当
時
、
富
士
紡
績
小
山
工
場
に
勤
め
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
天
覧
と
な
る

飾
玉
を
作
り
、
黒
田
侍
従
は
そ
れ
を
受
け
取
り
に
工
場
を
来
訪
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　

天
皇
陛
下
静
岡
県
ヘ
行
幸
ノ
御
砌
、
侍
従
子
爵
黒
田
長
敬
氏
ヲ
小
山
工
場
ニ

御
差
遣
ノ
光
栄
ヲ
賜
フ
。

　

正
岡
子
規
が
創
刊
し
た
俳
句
誌
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
最
初
の
暖
簾
分
け
の
俳

句
誌
と
し
て
、『
曲
水
』
は
渡
邊
水
巴
が
大
正
六
年
に
創
刊
し
主
宰
し
て
い

た
。
そ
の
『
曲
水
』
同
人
・
選
者
で
、
綴
り
方
教
育
の
教
育
者
と
し
て
も
著
名

だ
っ
た
古
見
一
夫
（
俳
号
豆
人
）
が
、
椿
年
の
母
校
で
も
あ
っ
た
小
山
町
立
成

美
尋
常
高
等
小
学
校
の
校
長
と
し
て
、
着
任
し
て
き
た
。
教
育
者
と
し
て
の
古

見
一
夫
は
、
椿
年
の
母
校
に
校
長
と
し
て
在
職
中
の
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

に
『
形
象
原
理
に
立
つ
綴
り
方
教
育
の
実
際
』
と
い
う
本
を
出
版
す
る
程
、
綴

り
方
教
育
に
熱
心
な
教
育
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
古
見
一
夫
の
も
う
一
つ
の
側
面

は
、
俳
人
古
見
豆
人
と
し
て
『
曲
水
』
の
作
家
で
あ
り
、
教
育
者
で
あ
る
た

め
、
ま
た
影
響
力
の
大
き
い
俳
句
の
指
導
者
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
事
実
、

『
曲
水
』
の
多
く
の
作
家
を
、
静
岡
県
東
部
伊
東
・
小
山
の
尋
常
高
等
小
学
校

の
訓
導
、
後
に
校
長
と
し
て
異
動
し
て
い
く
が
、
そ
の
先
々
で
育
て
て
い
る
。

　

こ
の
古
見
豆
人
の
母
校
の
校
長
と
し
て
の
着
任
と
い
う
こ
と
は
、
椿
年
あ
る

い
は
そ
の
周
辺
の
俳
人
た
ち
に
と
っ
て
、
非
常
に
大
き
な
で
き
ご
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
詳
し
く
書
い
た
。
早
速
、
富
士
紡
績
小

山
工
場
俳
句
部
の
椿
年
は
、
坂
本
緑
村
・
早
間
踏
青
子
ら
と
と
も
に
、
着
任
間

も
な
い
豆
人
に
、
俳
句
部
の
指
導
者
と
し
て
の
依
頼
を
行
っ
た
。
そ
の
過
程

で
、
豆
人
を
主
宰
と
す
る
「
あ
ゆ
み
句
會
」
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
、
富

士
紡
績
小
山
工
場
俳
句
部
の
有
力
メ
ン
バ
ー
に
湯
山
素
鷗
や
湯
山
逸
素
と
い
っ

た
地
域
の
俳
人
を
加
え
た
句
会
で
、
そ
の
多
く
が
『
曲
水
』、
次
に
豆
人
が
主

宰
し
た
俳
句
誌
『
大
富
士
』
の
作
家
と
し
て
育
っ
て
い
く
。
こ
の
「
あ
ゆ
み
句

會
」
の
同
人
で
豆
人
の
推
薦
で
最
初
に
『
曲
水
』
に
投
句
を
開
始
し
た
の
が
、

椿
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
前
稿
で
、
詳
し
く
記
述
し
た
。

　
『
曲
水
』
は
、
日
本
近
代
文
学
館
が
第
一
巻
第
六
号
か
ら
か
な
り
の
巻
号
を

体
系
的
に
所
蔵
し
て
い
る
。
戦
前
分
に
つ
い
て
は
、
欠
巻
が
あ
る
も
の
の
、

も
っ
と
も
体
系
的
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
欠
巻
の
ご
く
一
部
に
つ
い
て
は
、
国

立
国
会
図
書
館
が
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
閲
覧
に

供
し
て
い
る
巻
号
で
補
完
で
き
た
巻
号
も
あ
る
。
日
本
の
古
本
屋
サ
イ
ト
で
検

索
し
、
戦
前
発
行
分
で
欠
巻
に
な
っ
て
い
る
巻
号
の
一
部
に
つ
い
て
入
手
補
完

す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
も
あ
る
。
前
稿
で
報
告
し
た
よ
う
に
、『
曲
水
』
へ

の
椿
年
の
投
句
は
、
第
十
四
巻
第
十
二
号
（
昭
和
四
年
九
月
号
）
に
掲
載
さ
れ

た
二
句
に
始
ま
り
、
第
十
九
巻
第
十
一
号
（
昭
和
九
年
十
一
月
号
）
を
最
後
に

投
句
が
絶
え
て
い
る
。
た
だ
し
、『
曲
水
』
第
十
九
巻
第
十
二
号
（
昭
和
九
年

十
二
月
号
）
か
ら
第
二
十
巻
第
二
号
（
昭
和
十
二
年
二
月
号
）
は
日
本
近
代
文

学
館
と
国
立
国
会
図
書
館
と
も
に
欠
号
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
号
に

椿
年
の
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
一
方
で
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
第
二
十
巻
第
三
号
（
昭
和
十
二
年
三
月
号
）
以
降
は
、
明
ら
か
に
椿
年

の
句
は
『
曲
水
』
に
投
句
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
昭
和
四
年
に
古
見
豆
人
を
主
宰
者
と
し
た
あ
ゆ
み
句
会
の
昭
和
四
年

と
五
年
の
二
年
分
を
書
籍
と
し
て
ま
と
め
た
と
推
定
で
き
る
『
あ
ゆ
み
句
帖
』

（
大
富
士
吟
社
）
と
い
う
書
籍
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
に
ふ
れ
る
古
見
豆
人
が

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
編
集
刊
行
し
た
書
籍
『
大
富
士
句
帖　

第
一
輯
』

の
巻
末
広
告
に
あ
る
。
し
か
し
、「
日
本
の
古
本
屋
」
と
い
っ
た
古
書
の
検
索

サ
イ
ト
を
使
用
し
て
も
そ
の
書
籍
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま

た
、
そ
れ
を
所
蔵
す
る
図
書
館
も
見
つ
け
て
い
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
ら
は
個
人
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三
〇

で
所
蔵
し
て
い
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
の
状
況
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
前
の
『
大
富
士
』
は
、
国
会
図
書
館
の
蔵
書
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
戦
後
刊
行
分
で
あ
る
。

戦
前
の
『
大
富
士
』
に
つ
い
て
は
、
各
三
年
分
の
掲
載
句
の
中
か
ら
古
見
豆
人

が
選
し
『
大
富
士
句
帖
』
第
一
輯
〜
第
五
輯
ま
で
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、「
日
本
の
古
本
屋
」
の
検
索
サ
イ
ト
か
ら
、
第
一
輯
〜
第
四
輯
ま
で
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
書
籍
『
大
富
士
句
帖
第
一
輯
』
は
、『
大
富
士
』
第

一
巻
第
一
号
（
昭
和
六
年
一
月
号
）
〜
第
三
巻
第
十
二
号
（
昭
和
八
年
十
二
月

号
）
か
ら
の
選
句
刊
行
、『
大
富
士
句
帖
第
二
輯
』
は
『
大
富
士
』
第
四
巻
第

一
号
（
昭
和
九
年
一
月
号
）
〜
第
六
巻
第
十
二
号
（
昭
和
十
一
年
十
二
月
号
）、

『
大
富
士
句
帖
第
三
輯
』
は
『
大
富
士
』
第
七
巻
第
一
号
（
昭
和
十
二
年
一
月

号
）
〜
第
九
巻
第
十
二
号
（
昭
和
十
四
年
十
二
月
号
）、『
大
富
士
句
帖
第
四

輯
』
は
『
大
富
士
』
第
十
巻
第
一
号
（
昭
和
十
五
年
一
月
号
）
〜
第
十
二
巻
第

十
二
号
（
昭
和
十
七
年
十
二
月
号
）
か
ら
の
選
句
刊
行
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

『
大
富
士
句
帖
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
椿
年
の
句
は
、
第
一
輯
に
は
二
十
五

句
、
第
二
輯
に
は
十
三
句
、
第
三
輯
に
は
十
一
句
、
第
四
輯
に
は
「
戦
死
せ
る

甥
の
遺
骨
を
迎
え
て
（
二
句
）」
と
題
す
る
南
風
の
二
句
が
掲
載
さ
れ
て
、
そ

こ
で
椿
年
の
句
は
絶
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
い
ず
れ
の
図
書
館
で
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
と
半
ば
諦
め
か
け
て

い
た
『
大
富
士
』
の
戦
前
刊
行
分
が
、
一
部
の
欠
巻
欠
号
が
あ
る
も
の
の
、
静

岡
県
立
中
央
図
書
館
た
だ
一
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
『
大
富
士
』
第
四
巻
第
九
号
（
昭
和
九
年
九
月
号
）
以
降
の
戦
前
刊
行
分
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
欠
号
は
、
第
一
巻
第
一
号
（
昭
和
六
年
一
月
号
）
か
ら
第

四
巻
第
八
号
（
昭
和
九
年
八
月
号
）、
第
四
巻
第
十
号
（
昭
和
九
年
十
月
号
）、

第
八
巻
第
七
号
（
昭
和
十
三
年
七
月
号
）、
同
巻
第
八
号
（
同
年
八
月
号
）、
同

巻
第
十
号
（
同
年
十
月
号
）
か
ら
第
九
巻
第
二
号
（
昭
和
十
四
年
二
月
号
）、

第
十
巻
第
十
一
号
（
昭
和
十
年
十
一
月
号
）、
第
十
一
巻
第
十
号
（
昭
和
十
六

年
十
月
号
）、
第
十
二
巻
第
一
号
（
昭
和
十
七
年
一
月
号
）、
同
巻
第
三
号
（
同

年
三
月
号
）
が
戦
前
の
『
大
富
士
』
に
つ
い
て
、
欠
号
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
蔵
書
に
つ
い
て
、
椿
年
の
掲
載
句
に
つ
い
て
閲
覧
調
査
を
実
施

し
、
資
料
を
追
加
し
た
。
そ
の
結
果
、
戦
前
の
『
大
富
士
』
掲
載
句
は
、
第
四

巻
第
九
号
（
昭
和
九
年
九
月
号
）
か
ら
、
第
八
巻
第
四
号
（
昭
和
十
三
年
四
月

号
）
の
豆
人
が
小
山
第
一
国
民
学
校
の
校
長
職
を
辞
し
、
東
京
世
田
谷
に
転
居

す
る
昭
和
十
三
年
四
月
頃
ま
で
ほ
ぼ
毎
号
へ
の
投
句
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
は

ま
ば
ら
に
な
っ
て
い
く
（
た
だ
し
欠
号
も
多
い
）
が
、
つ
い
に
第
十
一
巻
第
四

号
（
昭
和
十
六
年
四
月
号
）
の
「
父
八
十
六
歳
生
前
墓
碑
を
建
つ
（
二
句
）」

と
「
十
二
月
の
れ
ん
げ
」
の
句
の
投
句
を
最
後
に
投
句
を
休
止
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
。『
大
富
士
』
の
戦
前
刊
行
分
の
確
認
に
よ
っ
て
、
前
稿
の
修
正
が
一

部
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
修
正
追
加
分
を
と
り
わ
け
戦
前
昭
和
期
を
中
心

に
以
下
に
記
述
す
る
。

　

ま
ず
、
前
稿
で
は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
出
来
事
で
、「
俳
人
椿
年

に
と
っ
て
最
も
輝
か
し
い
年
は
、
退
職
し
た
翌
年
昭
和
八
年
（（
一
九
三
三
）

で
あ
る
。
こ
の
年
の
正
月
古
見
豆
人
と
雪
中
富
士
登
山
を
行
っ
た
。

　

こ
の
時
の
句
が
『
曲
水
』
第
十
八
巻
第
四
号
（
昭
和
八
年
四
月
号
三
四
〜
三

五
頁
）「
曲
水
句
帖
」
の
竿
頭
を
飾
っ
た
」
と
記
載
し
た
。
こ
れ
は
、『
大
富
士

句
帖
第
一
輯
』（『
大
富
士
』
第
一
巻
第
一
号
〜
第
三
巻
第
十
二
号
「
新
年
の

部
」
六
頁
）
に
載
っ
て
い
る
古
見
豆
人
の
句
か
ら
豆
人
師
と
同
行
し
て
る
と
推

定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

富
士
山
二
合
目
に
て
床
次
課
長
に
言
葉
を
か
け
ら
る

　

年
賀　
　

吹
雪
く
中
に
富
士
は
日
當
る
御
慶
か
な　
　
　

豆
人
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三
一

　

椿
年
の
雪
中
富
士
登
山
五
句
の
中
の
一
句
「
吹
雪
く
中
に
御
慶
か
は
し
て
消

え
に
け
り
」
と
モ
チ
ー
フ
が
よ
く
似
て
い
る
句
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
で
も
富
士
山
の
冬
登
山
と
い
う
の
は
大
変
な
危
険
を
伴
う
こ
と
な
の
で
、

富
士
山
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
豆
人
師
に
求
め
ら
れ
て
の
富
士
登
山
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
推
定
が
誤
っ
て
い

る
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
方
を
示
す
資
料
が
、『
大
富
士
』
第
九
巻
第
七

号
（
昭
和
十
四
年
七
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
富
士
に
憑
か
れ
て
」
と
い

う
豆
人
の
小
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、「
私
は
富
士
へ
は
、
御
殿
場
口

か
ら
一
回
、
須
走
口
か
ら
一
回
、
吉
田
口
か
ら
一
回
、
三
回
登
つ
て
ゐ
る
が
そ

の
季
節
は
こ
れ
ま
で
の
勉
學
や
勤
務
の
関
係
上
休
暇
に
な
つ
て
の
八
月
ば
か
り

で
あ
っ
た
（
四
五
頁
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
特
に
昭
和
八
年
正
月
豆
人
師

は
、
学
校
長
の
要
職
に
あ
っ
た
の
で
、
敢
え
て
無
謀
と
も
い
え
る
冬
の
富
士
登

山
を
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
と
す
る
と
、
同
じ
時
期
の
豆
人
師
の
句
は
、

「
富
士
山
二
合
目
に
て
」
と
い
う
前
書
が
付
い
て
い
る
句
は
、
富
士
山
頂
（
十

合
目
）
を
目
指
す
雪
中
富
士
登
山
で
は
な
く
、
別
の
時
に
富
士
山
の
麓
に
近
い

二
合
目
（
御
殿
場
口
な
ら
ば
太
郎
坊
）
付
近
に
、
冬
ス
キ
ー
に
出
か
け
て
い
っ

た
時
の
句
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
椿
年
の
雪
中
富
士
登
山
の
句
が
『
曲
水
第
十
八
巻
第
四
号
』
の
竿
頭

を
飾
っ
た
の
は
、『
曲
水
』
投
句
時
期
の
も
っ
と
も
輝
か
し
い
出
来
事
で
あ
る

の
で
、
椿
年
に
花
を
持
た
せ
る
意
味
で
あ
え
て
記
さ
な
い
で
お
い
た
と
い
う
可

能
性
も
皆
無
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
椿
年
の
場
合
、
前
年
の
秋
に
長
年
勤

め
た
富
士
紡
績
小
山
工
場
を
退
職
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
開
放
感
か
ら
の
正
月

登
山
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
当
時
の
『
大
富
士
』
の
各
号
末
に
は
、「
各
地
句
座
」
と
い
う
欄
が

あ
り
、
駿
河
小
山
の
あ
ゆ
み
句
會
の
記
録
が
ほ
ぼ
毎
号
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
の
第
四
巻
第
十
一
号
（
昭
和
九
年
十
一
月
号
）
に
、
そ
の
年
の
九
月
二

十
五
日
に
湯
山
素
鷗
宅
二
階
で
開
か
れ
た
あ
ゆ
み
句
會
の
記
録
を
、
椿
年
が
記

し
て
い
る
（
一
九
頁
）
が
、
こ
の
時
の
句
會
が
石
田
佛
子
が
初
参
加
で
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
大
富
士
』
の
戦
前
発
行
分
の
巻
号
へ
の
椿
年
の
掲
載
句
を
閲
覧
し
て
い
っ

た
と
こ
ろ
、
昭
和
十
年
以
降
の
年
譜
の
記
載
事
項
に
、
微
妙
な
変
更
追
加
が
必

要
な
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
ず
、『
大
富
士
』
第
五
巻
第
三
号
（
昭
和
十
年
三

月
号
）
に
次
の
句
が
あ
っ
た
。

　
　
　

義
父
逝
く
（
三
句
）

　
　

凍
土
に
放
り
出
し
た
る
飾
り
か
な

　
　

松
と
り
し
穴
に
立
て
け
り
門
位
牌

　
　

霜
に
立
て
て
折
れ
し
線
香
や
笹
子
鳴
く

　

第
一
句
は
、
季
語
は
「
飾
り
」
で
、
正
月
の
注
連
縄
を
差
す
。
正
月
あ
る
い

は
年
末
に
突
然
亡
く
な
り
、
葬
儀
と
な
っ
た
衝
撃
を
表
現
し
て
い
る
句
で
あ

る
。
椿
年
の
場
合
、
義
父
と
い
う
関
係
表
記
が
当
て
は
ま
る
人
は
二
人
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
一
人
は
、
妻
す
み
の
実
父
小
山
町
北
郷
の
山
﨑
利
三
郎
、
も
う

一
人
は
椿
年
が
十
一
歳
か
ら
二
十
三
歳
ま
で
養
子
と
な
っ
て
い
た
小
山
町
中
島

の
山
﨑
伊
三
郎
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
没
年
月
を
問
い
合
わ
せ

れ
ば
、
い
ず
れ
の
方
で
あ
る
か
は
判
明
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
未

確
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
先
の
年
譜
で
訂
正
が
必
要
な
の
は
、
第
一
句
は
『
句

集　

老
稚
』
の
二
〇
〜
二
二
頁
に
「
近
親
者
事
故
死　

七
句
」
と
い
う
強
い
前

書
が
つ
い
て
い
る
も
の
の
第
一
句
で
あ
る
。
こ
の
七
句
は
、
こ
の
句
集
が
刊
行

さ
れ
た
年
か
ら
三
年
前
、
昭
和
四
十
二
年
年
末
の
近
親
者
の
交
通
事
故
死
の
際
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の
句
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
句
は
、『
老
稚
』
の
当
該
箇
所
の
第

三
句
の
句
の
類
似
句
で
あ
る
。
老
稚
の
当
該
句
「
門
松
の
跡
に
立
て
け
り
門
位

牌
（
二
〇
頁
）」
は
恐
ら
く
、
こ
の
句
を
改
作
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
、『
句
集　

老
稚
』
の
「
近
親
者
事
故
死　

七
句
」
は
一
つ
の

不
幸
な
出
来
事
で
な
く
、
二
つ
の
出
来
事
、
つ
ま
り
椿
年
に
と
っ
て
強
い
衝
撃

を
受
け
た
二
人
の
死
に
関
わ
る
句
を
一
つ
に
ま
と
め
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　

椿
年
の
喪
の
句
に
「
門
位
牌
」
と
い
う
語
が
度
々
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
宗

教
民
俗
学
で
い
う
「
モ
ン
パ
イ
（
門
牌
）」
の
こ
と
で
、
人
が
亡
く
な
る
と
そ

の
家
の
入
り
口
に
、
亡
く
な
っ
た
人
の
戒
名
を
書
い
た
紙
位
牌
を
、
杭
に
乗
せ

た
白
木
の
屋
根
型
の
龕
（
箱
）
に
納
め
て
初
七
日
ま
で
門
口
に
立
て
る
も
の

や
、
奈
良
県
に
見
ら
れ
た
紙
札
を
門
口
に
貼
り
付
け
る
と
い
っ
た
喪
の
習
俗
で

あ
る
（
竹
折
、
一
九
七
二
、
奥
野
、
一
九
九
七
）。

　

次
に
、『
大
富
士
句
帖　

第
二
輯
』
六
四
頁
に
掲
載
の
次
の
句
で
あ
る
。
こ

の
第
二
輯
は
『
大
富
士
』
第
四
巻
第
一
号
〜
第
六
巻
第
十
二
号
か
ら
の
選
句
出

版
で
あ
っ
た
た
め
、
年
譜
の
上
で
死
亡
の
年
代
が
近
い
次
姉
く
ら
（
昭
和
十
一

年
三
月
）
の
逝
去
の
際
の
句
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
前
年
の
『
大
富
士
第
五

巻
第
四
号
』（
昭
和
十
年
四
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
句
は
次

姉
く
ら
の
逝
去
の
句
で
は
な
く
、
前
年
の
義
父
の
死
に
関
わ
る
句
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。

　
　

寒
さ　

納
棺　

が
つ
く
り
と
頭
垂
れ
た
る
寒
さ
か
な

 

（『
大
富
士
句
帖　

第
二
輯
』
大
富
士
第
五
巻
第
四
号
）

　

な
お
、
こ
の
昭
和
十
年
七
月
に
、
椿
年
の
集
落
近
く
の
農
業
貯
水
池
で
、
不

幸
な
事
故
が
起
き
て
い
る
。
豆
人
が
校
長
を
勤
め
る
小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学

校
の
若
い
教
師
が
、
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
の
七
月
二
十
四
日
そ
の
農
業
貯

水
池
で
溺
死
す
る
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。
恐
ら
く
町
中
で
深
い
悲
し
み
と
同

情
を
誘
っ
た
事
件
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
第
一
句
そ
の
若
い
教
師
の
捜

索
に
お
け
る
母
親
の
深
い
悲
し
み
を
詠
み
込
ん
だ
名
句
で
あ
る
。
情
に
深
い
い

か
に
も
椿
年
ら
し
い
句
で
あ
る
。

　
　
　

大
島
源
悟
郎
君
溺
死
（
三
句
）

　
　

水
底
の
子
を
呼
ぶ
母
や
雲
の
峰

　
　

夏
の
草
匂
は
し
く
焚
火
煙
け
り

　
　

暮
れ
ん
ず
る
水
に
火
映
え
る
河
鹿
か
な

 

（『
大
富
士
第
五
巻
第
十
号
（
昭
和
十
年
十
月
号
）』
四
頁
）

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
な
る
と
、
次
第
に
椿
年
の
周
辺
に
も
戦
争
の

影
が
押
し
寄
せ
て
き
た
。『
大
富
士
』
に
掲
載
さ
れ
た
椿
年
の
句
か
ら
世
情
の

変
化
を
拾
っ
て
み
る
。

　
　

月
涼
し
号
外
の
鈴
し
ん
し
ん
と

 

（『
大
富
士
第
七
巻
第
九
号
』（
昭
和
十
二
年
九
月
号
）
七
頁
）

　

季
語
は
「
月
涼
し
」（
夏
の
月
）
で
あ
る
の
で
、
七
月
頃
の
号
外
を
詠
ん
だ

も
の
と
す
る
と
、
こ
の
年
七
月
七
日
に
起
き
た
盧
溝
橋
事
件
の
時
の
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

応
召
兵
社
前
報
告
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涼
し
さ
や
幹
へ
と
響
く
万
々
歳

 

（『
大
富
士
第
七
巻
第
十
号
』（
昭
和
十
二
年
十
月
号
）
一
九
頁
）

　

夏
の
季
語
「
涼
し
さ
」
の
句
で
あ
る
の
で
、
八
月
の
頃
の
世
情
を
詠
ん
だ
も

の
と
す
る
と
し
て
、
こ
の
詞
書
き
「
応
召
兵
」
の
中
に
、
生
家
松
本
本
家
の
嗣

子
紋
地
が
含
ま
れ
て
い
る
あ
る
い
は
紋
地
自
身
を
さ
し
て
て
い
る
可
能
性
も
高

い
。
そ
の
年
の
八
月
頃
に
甥
の
紋
地
に
召
集
令
状
が
届
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　

秋
雨
を
擧
手
に
は
じ
き
て
征
き
に
け
り

 

（『
大
富
士
第
八
巻
第
一
号
』（
昭
和
十
三
年
一
月
号
）
五
頁
）

　

出
征
兵
の
勇
ま
し
い
姿
を
描
い
て
い
る
と
い
う
反
面
、「
征
き
に
け
り
」
と

い
う
表
現
で
ど
こ
と
な
く
寂
し
さ
が
漂
う
句
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
出
征

兵
は
甥
の
紋
地
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
出
征
は
前
年
の
十

月
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
昭
和
十
三
年
一
月
頃
の
句
で
入
営
し
た
甥
を
慰
問
し
た
時
の
句
が

『
大
富
士
第
八
巻
第
三
号
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
松
本
本
家
に

は
、
こ
の
時
椿
年
が
持
参
し
た
と
推
定
で
き
る
一
月
十
二
日
付
の
挨
拶
状
の
下

書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

甥
の
入
営
に
追
添
ふ
（
二
句
）

　
　

昂
れ
る
頬
つ
や
つ
や
と
冬
日
さ
す

　
　

初
凪
や
擧
手
あ
ち
こ
ち
に
光
り
合
ふ

 

（『
大
富
士
第
八
巻
第
三
号
』（
昭
和
十
三
年
三
月
号
）
一
三
頁
）

　

な
お
、
そ
の
後
の
追
加
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
、『
大
富
士
第
八
巻
第
六

号
』（
昭
和
十
三
年
六
月
号　

七
月
一
日
発
行
）
の
巻
末
「
各
地
句
座
」
の
欄

三
〇
頁
に
、
四
月
二
日
に
開
か
れ
た
古
見
豆
人
師
の
送
別
句
会
の
様
子
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
折
の
椿
年
の
句
で
あ
る
。
焼
け
焦
げ
た
桜
と
い
う
の
は
前

年
一
月
に
小
山
町
生
土
富
士
紡
績
裏
門
付
近
で
あ
っ
た
大
）
3
（

火
の
後
に
咲
い
て
い

る
桜
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

豆
人
選

　
　

半
こ
げ
し
ま
ま
咲
満
ち
し
櫻
か
な

 

（『
大
富
士
第
八
巻
第
六
号
』（
昭
和
十
三
年
六
月
号
）
三
〇
頁
）

　

ち
な
み
に
、
そ
の
前
年
一
月
の
大
火
に
つ
い
て
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推

定
さ
れ
る
椿
年
の
二
句
が
、『
大
富
士
第
七
巻
第
三
号
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

薮
深
く
火
事
う
つ
り
ゐ
る
冬
芽
か
な

　
　

焼
跡
に
夕
づ
く
雪
の
積
り
け
り

 

（『
大
富
士
第
七
巻
第
三
号
』（
昭
和
十
二
年
三
月
号
）
五
頁
）

　
『
大
富
士
』
の
各
号
末
に
「
各
地
句
座
」
の
欄
が
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
駿
河

小
山
あ
ゆ
み
句
会
が
毎
月
豆
人
師
を
中
心
に
開
か
れ
て
い
た
様
子
が
毎
号
に
記

載
さ
れ
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
豆
人
師
の
送
別
句
会
を
境
に
、
あ
ゆ
み
句
会
の

記
載
が
ま
ば
ら
と
な
り
つ
い
に
は
途
絶
え
て
い
る
。

　

豆
人
師
が
小
山
を
去
っ
て
、
翌
年
昭
和
十
四
年
二
月
、
豆
人
師
が
小
山
を
再

び
訪
れ
、
句
会
を
開
い
て
い
る
。『
大
富
士
第
九
巻
第
三
号
』（
昭
和
十
四
年
三

月
号
）
四
六
〜
四
七
頁
に
掲
載
の
豆
人
師
の
『
句
會
五
連
夜
』
の
記
事
に
、
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「
同
年
二
月
四
日
に
鵠
沼
（
藤
澤
）
和
泉
博
士
邸
、
二
月
五
日
東
京
赤
坂
の
月

明
ク
ラ
ブ
、
二
月
六
日
三
島
森
永
食
品
工
場
事
務
室
、
二
月
七
日
沼
津
翠
雨

居
、
二
月
八
日
夜
駿
河
小
山
素
鷗
居
と
五
日
連
続
句
会
を
開
催
」
と
あ
る
。
た

だ
し
、
そ
の
句
会
の
参
加
者
に
椿
年
の
名
が
な
い
。
翌
日
豆
人
師
は
「
中
島
に

椿
年
居
を
訪
ね
て
、
搾
乳
の
様
子
を
見
、
と
ろ
ろ
汁
の
馳
走
に
な
り
」（
四
七

頁
）
と
記
載
し
て
い
る
。
恐
ら
く
、
句
作
の
継
続
と
『
大
富
士
』
へ
の
継
続
投

句
を
促
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

そ
の
他
、
椿
年
に
孫
を
詠
ん
だ
句
は
戦
前
に
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、『
大

富
士
第
九
巻
第
十
一
号
』（
昭
和
十
四
年
十
一
月
号
）
に
孫
の
こ
と
を
詠
ん
だ

句
が
あ
る
。
松
本
家
分
家
の
家
系
資
料
か
ら
は
、
そ
の
年
の
一
月
に
生
ま
れ
た

初
孫
の
光
弘
を
詠
ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
二
句
で
あ
る
。

　
　

孫
の
尿
膝
に
ぬ
く
と
し
今
朝
の
秋

　
　

秋
の
灯
や
己
が
お
な
ら
に
怖
ゆ
る
皃

 

（『
大
富
士
第
九
巻
第
十
一
号
』（
昭
和
十
四
年
十
一
月
号
）
五
頁
）

　

次
に
、
前
稿
（
宮
川
、
二
〇
一
六
）
で
甥
の
戦
死
と
『
大
富
士
』
へ
の
投
句

休
止
に
関
わ
る
記
述
を
次
の
様
に
書
い
た
。

　
　
「
戦
前
の
俳
句
誌
に
投
句
し
た
最
期
に
な
る
の
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
〇
）
で
、
そ
の
前
年
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
二
月
に
松
本
本
家
の

甥
紋
地
が
戦
死
、
翌
年
そ
の
遺
骨
と
軍
刀
が
帰
還
す
る
。
そ
の
時
の
南
風
の

句
。
季
語
か
ら
考
え
る
と
、
昭
和
十
五
年
五
月
頃
の
句
と
推
定
で
き
る
。

　
　
　
　
　

戦
死
せ
る
甥
の
遺
骨
を
迎
え
て
（
二
句
）

　
　

南
風　
　
　

南
風
や
血
曇
り
濃
ゆ
き
日
本
刀

　
　
　
　
　
　
　

抱
く
遺
骨
脈
う
て
る
か
に
南
風
を
ゆ
く

 

（『
大
富
士
句
帖　

第
四
輯
』）

　
　

こ
の
句
を
最
期
に
、
俳
誌
『
大
富
士
』
へ
の
投
句
休
止
。

　
　

こ
の
昭
和
十
五
年
は
京
大
俳
句
事
件
が
起
こ
っ
た
年
で
、
俳
句
の
世
界
に

も
思
想
弾
圧
と
国
家
統
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
年
で
、
俳
壇
や
俳
句
誌
も

大
き
く
変
貌
し
て
い
く
年
で
あ
っ
た
（
森
、
二
〇
一
三
）。

　
　

椿
年
が
再
び
、『
大
富
士
』
に
復
帰
す
る
の
は
十
三
年
後
の
昭
和
二
十
八

年
（
一
九
五
三
）
後
の
十
一
月
の
こ
と
と
な
っ
た
。」（
前
稿
五
三
頁
）

　

し
か
し
、
こ
の
記
述
は
一
部
に
訂
正
が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
当
該
二
句
の

正
確
な
掲
載
巻
号
は
、『
大
富
士
』
第
十
巻
第
八
号
（
昭
和
十
五
年
年
八
月

号
）
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
句
で
あ
る
。
ま
た
、
同
誌
同
頁
に
は
、
こ
の
二

句
以
外
に
三
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

本
家
の
甥
祖
父
一
人
を
残
し
て
戦
死
、
部
隊
長
よ
り
來
信

　
　

寒
燈
や
一
字
一
句
が
血
の
匂
ひ

　
　

豆
撒
け
ば
祭
壇
の
寫
眞
ま
た
た
け
る

　
　

だ
き
し
遺
骨
脈
う
て
る
か
に
南
風
を
ゆ
く

　
　
　

遺
品
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南
風
や
血
曇
濃
ゆ
き
日
本
刀

　
　
　

近
隣
の
人
々
と
公
報
を
祖
父
に
告
ぐ

　
　

涙
凍
え
て
ゆ
が
め
し
貌
や
空
つ
風

　

な
お
、
前
稿
で
は
こ
の
句
を
最
後
に
、
戦
前
の
『
大
富
士
』
へ
の
投
句
休
止

と
記
し
た
が
、
実
際
の
戦
前
最
後
の
投
句
は
、
翌
年
四
月
の
第
十
一
巻
第
四
号

（
昭
和
十
六
年
四
月
号
）
九
頁
へ
の
投
稿
で
あ
っ
た
。
句
の
前
書
で
父
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
椿
年
に
は
義
兄
（
長
姉
ま
さ
の
配
偶
者
で
、
松
本
本
家
の
婿
養

子
）
の
松
本
紋
次
郎
の
こ
と
で
、
こ
の
年
齢
は
数
え
の
年
齢
で
あ
る
と
推
定
で

き
る
。

　
　
　

父
八
十
六
歳
生
前
墓
碑
を
建
つ
（
二
句
）

　
　

冬
凪
の
入
日
に
に
じ
め
り
朱
入
文
字

　
　

冬
凪
や
己
が
石
碑
に
ぬ
か
づ
け
る

　
　

十
二
月
の
れ
ん
げ
咲
き
け
り
霜
の
中

　

椿
年
が
『
大
富
士
』
へ
の
投
句
を
休
止
し
た
翌
年
、『
大
富
士
第
十
二
巻
第

二
号
』（
昭
和
十
七
年
二
月
号
）「
大
富
士
風
土
記
（
續
）」
欄
の
「
駿
河
小
山

支
部
」
の
と
こ
ろ
で
、
古
見
豆
人
師
は
次
の
よ
う
に
嘆
い
て
い
る
。

　
　

然
る
に
私
が
同
地
の
小
學
校
長
を
辞
し
去
つ
て
、「
大
富
士
」
発
行
所

を
、
相
模
の
鵠
沼
に
移
し
、
更
に
東
京
へ
進
出
す
る
様
に
な
つ
て
、
私
の
足

も
漸
次
小
山
へ
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
、
諸
君
の
熱
も
冷
め
て
來
た
憾
み
な
き
を

得
な
い
。
特
に
閑
江
は
教
職
に
、
素
鷗
は
菓
子
製
造
に
忙
し
く
、
椿
年
は
牛

飼
の
手
が
離
さ
れ
ぬ
と
あ
つ
て
句
作
を
怠
り
が
ち
に
、
今
は
虹
人
、
沐
人
、

志
朗
の
三
人
が
句
作
精
進
を
つ
づ
け
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
も
三
十
人
の
同
人
が

ゐ
る
の
で
支
部
風
土
記
も
書
い
て
欲
し
か
つ
た
が
何
と
言
つ
て
も
書
い
て
來

な
い
。
已
む
を
得
ず
こ
こ
に
思
い
出
の
記
と
い
つ
た
よ
う
な
も
の
を
執
筆
す

る
こ
と
と
な
つ
て
了
つ
た
。（
豆
人
記
）

 

（『
大
富
士
第
十
二
巻
第
二
号
』
一
五
頁
）

　

古
見
豆
人
師
の
文
中
、
閑
江
と
あ
る
の
は
佐
野
閑
江
の
こ
と
で
、
正
業
は
豆

人
が
務
め
て
い
た
小
山
第
一
国
民
学
校
の
教
師
、
素
鷗
は
湯
山
素
歐
の
こ
と
で

正
業
は
菓
子
製
造
の
会
社
経
営
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
椿
年
は
牛
飼
に
手
が
離

さ
れ
ぬ
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
頃
椿
年
は
乳
牛
を
飼
育
し
て
お
り
、『
大
富
士

第
九
巻
三
号
』（
昭
和
十
四
年
三
月
号
）
三
九
頁
に
掲
載
の
あ
る
次
の
句
を
踏

ま
え
て
の
記
述
で
あ
る
。

　
　

搾
乳
の
手
を
離
さ
れ
ず
御
慶
受
く

　

な
お
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
の
書
誌
情
報
に
よ
る
と
、『
大
富
士
』
は
第

二
次
世
界
大
戦
の
戦
火
が
激
し
く
な
っ
て
い
く
第
十
四
巻
第
六
号
（
昭
和
十
九

年
六
月
号
）
か
ら
第
十
五
巻
第
十
二
号
（
昭
和
二
十
年
十
二
月
号
）
ま
で
は
、

俳
句
雑
誌
『
三
日
月
』『
み
ど
り
』『
微
光
』
と
統
合
さ
れ
『
松
籟
』
と
い
う
雑

誌
と
し
て
、
大
富
士
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
第
十
四
巻
第
六
号
か
ら
第

十
五
巻
第
六
号
（
昭
和
二
十
年
六
月
号
）
ま
で
は
、
第
十
四
巻
第
十
一
号
（
昭

和
十
九
年
十
一
月
号
）
を
欠
号
と
す
る
他
、
同
館
で
所
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
は
椿
年
の
投
句
は
見
ら
れ
な
い
。

　

戦
後
第
十
六
巻
第
一
号
（
昭
和
二
十
一
年
一
月
号
）
か
ら
、『
大
富
士
』
と
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し
て
独
立
復
刊
し
て
い
る
が
、
第
十
九
巻
第
九
号
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
号
）

ま
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
資
料
と
し
て
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
出
版
物
は
日
本
の
戦

後
六
年
間
の
統
治
機
関
で
あ
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
が
入
っ
て
い
た
た
め
で
あ

る
。
第
十
六
巻
第
一
号
か
ら
第
十
八
巻
第
四
号
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
号
）
ま

で
は
、D

ELETE
と
い
う
表
記
と
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
生
々
し
い
検
閲
の
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
前
田
岳
人
・
石
田
佛
子
・
佐
野
閑
江
と
い
っ
た
椿

年
と
交
流
の
深
い
俳
人
は
戦
前
・
戦
時
中
か
ら
継
続
し
て
投
句
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、
椿
年
の
投
句
は
な
い
。
前
稿
で
は
、
椿
年
が
『
大
富
士
』
に
投
句
復
帰

す
る
の
は
、
第
二
十
四
巻
第
二
号
（
昭
和
二
十
九
年
二
月
号
）
と
記
述
し
た
。

し
か
し
、
正
確
に
は
こ
れ
は
誤
り
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
が
緩
や
か
に
な
っ
た
第

十
八
巻
第
五
号
（
昭
和
二
十
三
年
五
月
号
）
か
ら
第
十
九
巻
第
十
号
（
昭
和
二

十
四
年
十
月
号
）
ま
で
、
ま
ば
ら
で
あ
る
が
、
椿
年
の
俳
句
誌
投
句
休
止
期
と

し
た
時
期
に
、
一
時
投
句
の
復
帰
掲
載
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
は
す
ぐ
に
途
絶
え
て
お
り
、
戦
火
を
経
て
大
き
く
変
貌
し
た
こ
の
雑
誌
に
違

和
感
を
感
じ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
次
の
三
句
の
う
ち

二
句
は
冬
の
遊
ぶ
童
の
句
で
、
作
句
時
期
を
戦
後
間
も
な
い
時
期
の
も
の
と
す

る
と
、
第
三
句
は
内
孫
の
京
子
と
奈
美
江
姉
妹
の
遊
ぶ
光
景
を
詠
ん
で
い
る
可

能
性
が
高
い
。

　
　

初
雀
雪
の
茶
垣
に
ゐ
て
鳴
け
る

　
　

霜
や
け
の
手
と
手
め
ん
こ
を
ぶ
つ
け
合
ふ

　
　

山
茶
花
や
ま
ま
ご
と
の
一
人
す
ね
て
ゐ
て

 

（『
大
富
士
第
十
九
巻
第
六
号
』（
昭
和
二
十
四
年
六
月
号
）
九
頁
）

謝
辞

　

本
研
究
は
、
松
本
椿
年
翁
の
ご
子
孫
で
あ
る
松
本
喜
美
子
・
松
本
典
彦
・
時
男
の

各
氏
に
よ
る
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
許
可
と
ご
証
言
が
研
究
の
基
盤
デ
ー
タ
と
な
っ
て

い
る
。
同
じ
く
、
内
孫
に
あ
た
る
山
崎
京
子
・
井
上
奈
美
江
様
か
ら
は
貴
重
な
ご
教

示
を
い
た
だ
い
た
。
国
立
国
会
図
書
館
・
日
本
近
代
文
学
館
・
静
岡
県
立
中
央
図
書

館
の
貴
重
な
蔵
書
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
一
部
の
資
料
の
翻
刻
に
際

し
て
は
、
椙
山
女
学
園
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
高
橋
亮
先
生
・
加

藤
益
幹
先
生
・
太
田
有
多
子
先
生
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

注（
1
）  

『
美
鶏
堂
門
下
陽
障
園
花
人
雅
号
披
露
句
集
』
の
句
会
の
年
月
は
句
集
に
何

も
記
載
が
な
い
が
、
そ
の
中
に
手
が
か
り
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
郷
の
俳
人
で

加
納
野
梅
門
下
坂
本
緑
村
が
同
席
し
て
い
る
数
少
な
い
句
会
で
あ
る
。
こ
の
俳

人
と
の
戦
前
の
接
点
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
八
年
頃
に
限
ら
れ
る
ど
う
こ
の

句
会
に
は
四
つ
の
題
が
あ
り
、
秋
の
「
初
汐
」「
女
郎
花
」、
冬
の
「
鴨
」、
夏

の
「
花
火
」
で
あ
る
。
そ
の
花
火
の
句
の
中
に
、
別
の
俳
人
の
句
で
「
聖
年
の

空
に
轟
く
花
火
か
な　
　

井
寿
」「
民
草
の
玉
東
拝
む
や
揚
げ
花
火　
　

禾

竜
」
の
二
句
が
あ
る
。
こ
の
年
代
で
「
聖
年
」
と
あ
る
の
で
、
キ
リ
ス
ト
の
聖

年
で
は
な
く
、
昭
和
天
皇
の
大
嘗
祭
（
即
位
礼
）
の
年
昭
和
三
年
十
一
月
頃
の

句
会
と
推
定
す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
2
）  

渋
沢
社
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

富
士
紡
績
㈱
『
富
士
紡
績
株
式
会
社
五
十
年

史
』（
一
九
四
七
年
十
二
月
刊
行
）
に
よ
る
。

 
http://shashi.shibusaw

a.or.jp/details_nenpyo.php?sid =
2490&

que
ry =&

class =&
d =all&

page =
13

（
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
ア
ク
セ
ス
）

（
3
）  
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
の
お
や
ま
一
〇
〇
年
の
サ
イ
ト
に
よ
る
。

 
http://w

w
w.fuji-oyam

a.jp/oyam
a
100/100nenpyou.htm

l

（
二
〇
一
六

年
九
月
一
日
ア
ク
セ
ス
）
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引
用
文
献

石
田
仏
子　

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）　

仏
子
句
集　

花
筏　

私
家
版

奥
野
義
雄　

一
九
九
七　

ま
じ
な
い
習
俗
の
文
化
史　

岩
田
書
店

古
見
豆
人　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）　

大
富
士　

曲
水
、
第
十
六
巻
第
六
号
、
六

〇
〜
六
一
頁

古
見
一
夫　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　

形
象
原
理
に
立
つ
綴
り
方
教
育
の
実
際　

厚
生
閣
出
版

古
見
一
夫
（
豆
人
）
編　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）　

大
富
士
句
帖　

第
一
輯　

啓

仁
館
（
昭
和
九
年
六
月
発
行
『
大
富
士
』
第
一
巻
第
一
号
〜
第
三
巻
第
十
二
号　

昭
和
六
年
一
月
〜
昭
和
八
年
十
二
月
号
の
掲
載
句
か
ら
選
句
掲
載
）

古
見
一
夫
（
豆
人
）
編　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）　

大
富
士
句
帖　

第
二
輯　

大
富
士
吟
社
（
昭
和
十
二
年
十
一
月
発
行
『
大
富
士
』
第
四
巻
第
一
号
〜
第
六

巻
第
十
二
号　

昭
和
九
年
一
月
〜
昭
和
十
一
年
十
二
月
号
の
掲
載
句
か
ら
選
句

掲
載
）

古
見
豆
人　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）　

句
會
五
連
夜　

大
富
士
、
第
九
巻
第
三

号
、
四
六
〜
四
七
頁

古
見
豆
人　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）　

富
士
に
憑
か
れ
て　

大
富
士
、
第
九
巻

第
七
号
、
四
四
〜
四
五
頁

古
見
一
夫
（
豆
人
）
編　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）　

大
富
士
句
帖　

第
三
輯　

大
富
士
吟
社
（
昭
和
十
五
年
八
月
発
行
『
大
富
士
』
第
七
巻
第
一
号
〜
第
九
巻

第
十
二
号　

昭
和
十
二
年
一
月
〜
昭
和
十
四
年
十
二
月
号
の
掲
載
句
か
ら
選
句

掲
載
）

古
見
豆
人　

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）　

大
富
士
風
土
記
（
續
）
駿
河
小
山
支
部　

大
富
士
第
十
二
巻
第
二
号
（
昭
和
十
七
年
二
月
号
）、
四
四
〜
四
五
頁

古
見
一
夫
（
豆
人
）
編　

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）　

大
富
士
句
帖　

第
四
輯　

大
富
士
吟
社
（
昭
和
十
九
年
十
二
月
発
行
『
大
富
士
』
第
十
巻
第
一
号
〜
第
十

二
巻
第
十
二
号　

昭
和
十
五
年
一
月
〜
昭
和
十
七
年
十
二
月
号
の
掲
載
句
か
ら

選
句
掲
載
）

加
納
野
梅
編　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）　

新
草
俳
句
集　

野
梅
吟
社
（『
新
昭
和
七

年
十
二
月
発
行
『
新
草
』
創
刊
号
〜
昭
和
七
年
八
月
号
よ
り
選
句
掲
載
）

前
田
弥
一
（
岳
人
）
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）　

自
選　

岳
人
句
集　

私
家
版

松
本
椿
年　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）　

各
地
句
座　

駿
河
小
山
あ
ゆ
み
句
會　

大

富
士
、
第
四
巻
第
十
一
号
、
一
九
頁

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）　

句
集　

老
稚　

私
家
版

松
本
傳
次
郎
（
椿
年
）
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）　

第
二
句
集　

限
界　

私
家

版

宮
川
充
司　

二
〇
〇
〇　

生
涯
発
達
と
個
人
発
達　

宮
川
充
司
・
大
野
久
・
大
野
木

裕
明
編　

子
ど
も
の
発
達
と
学
校　

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版　

一
〜
一
六
頁

宮
川
充
司　

二
〇
一
六　

田
園
俳
人
松
本
椿
年
の
生
涯
と
作
品
―
生
涯
発
達
心
理
学

の
観
点
か
ら
略
年
譜
の
試
作
│　

椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集　

第
四
十
七
号　

人
文
科
学
篇　

四
三
〜
五
九
頁

竹
折
直
吉　

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）　

日
本
の
民
俗
二
二　

静
岡　

第
一
法
規

出
版

未
公
刊
資
料

一
、
畊
石
選
『
富
望
ぬ
し
追
悼
句
集
』（
推
定
年
代
大
正
十
二
年
秋
の
追
悼
句
集
、

選
者
畊
石
は
、
指
頭
堂
と
い
う
雅
印
か
ら
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
俳

人
で
篆
刻
家
の
服
部
畊
石
と
判
断
で
き
る
）（
椿
年
遺
品
）

二
、
松
本
椿
年
『
つ
ば
き
句
集
』（
昭
和
三
十
年
代
中
頃
ま
で
の
自
選
句
集
と
推
定　

二
百
八
十
句
が
季
節
別
に
選
句
さ
れ
て
い
る
が
、
冬
の
句
が
少
な
い
の
が
特
徴

の
自
筆
遺
品
）

三
、
禾
晶
選
『
美
鶏
堂
門
下
陽
障
園
花
人
雅
号
披
露
句
集
』（
推
定
で
昭
和
三
年
秋

に
開
か
れ
た
句
会
集
）

＊　

教
育
学
部　

子
ど
も
発
達
学
科



宮　川　充　司

三
八

資
料
一　

松
本
椿
年
（
傳
次
郎
）
年
譜
（
改
訂
第
一
版
）

　

年
月

　

年
齢

　

出
来
事

明
治
二
十
年 

（1887
） 
七
月

誕
生

静
岡
県
駿
東
郡
中
嶋
村
の
旧
家
の
三
男
と
し
て
誕
生
（
七
月
七
日
）

父
親
松
本
勘
太
郎（
俳
号
吉
野
庵
禾
袷
）四
十
五
歳
、母
き
く
四
十
一
歳

義
兄
紋
次
郎
（
俳
号
竹
因
）
二
十
六
歳
、
長
姉
ま
さ
二
十
歳
、

次
姉
く
ら
十
二
歳
、
長
兄
半
治
十
歳
、
次
兄
啓
作
三
歳

明
治
二
十
四
年

（1891

） 

十
月

四
歳

義
兄
松
本
紋
次
郎
と
長
姉
ま
さ
に
長
女
り
ん
生
ま
れ
る
が
、
翌
明
治

二
十
五
年
（1892

）
一
月
早
世

明
治
二
十
七
年

（1894

） 

四
月

 

九
月

六
歳

六
〜
七
歳

頃
の
冬

七
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
入
学

父
禾
袷
の
句
会
の
折
、最
初
の
朝
寒
の
句
を
口
ず
さ
み
喝
采

　

朝
寒
く
茶
祷
茶
碗
の
氷
り
い
し

妹
あ
き
（
勘
太
郎
三
女
）
誕
生

明
治
三
十
一
年

（1898

） 

三
月

 

四
月

 

九
月

十
歳

十
一
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
小
学
校
卒
業

父
親
よ
り
俳
号
椿
年
を
与
え
ら
れ
、
こ
の
頃
か
ら
句
作

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
高
等
小
学
校
進
学

妹
あ
き
早
世

明
治
三
十
二
年

（1899

） 

六
月

 

八
月

十
一
歳

十
二
歳

同
村
の
山
﨑
伊
三
郎
の
養
子
と
な
る

妹
イ
ワ
（
勘
太
郎
四
女
）
誕
生

明
治
三
十
四
年

（1901

） 

一
月

十
三
歳

長
兄
半
治
室
伏
ま
つ
と
婚
姻
届

明
治
三
十
五
年

（1902

） 

三
月

十
四
歳

静
岡
県
駿
東
郡
六
合
村
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

明
治
三
十
九
年

（1906

） 

十
月

十
九
歳

義
兄
松
本
紋
次
郎
ま
さ
夫
婦
、
砂
山
の
ぶ
（
明
治
三
十
八
年
二
月
生

一
歳
）
を
養
女
と
す
る

明
治
四
十
年

（1 907

）

二
十
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
勤
務

明
治
四
十
一
〜

二
年（1908

〜

1909

） 

二
月

二
十
一
歳

二
十
二
歳

次
兄
啓
作
小
野
家
に
養
子

六
合
村
生
土
に
転
居

明
治
四
十
三
年

（1910

） 

十
月

 

十
一
月

二
十
三
歳

山
﨑
伊
三
郎
と
の
養
子
縁
組
解
消
、
松
本
家
に
復
縁

駿
東
郡
北
郷
村
山
﨑
利
三
郎
の
次
女
す
み
と
婚
姻
入
籍

長
女
イ
マ
誕
生

大
正
二
年 

（1913

） 

七
月

 

十
一
月

二
十
六
歳

生
家
に
近
い
小
山
町
中
島
十
八
番
地
に
転
居

次
女
サ
ク
誕
生

妹
イ
ワ
没
（
行
年
十
五
歳
）

大
正
五
年 

（1916

） 

一
月

 

七
月

二
十
八
歳

二
十
九
歳

長
兄
半
治
妻
ま
つ
没
（
行
年
四
十
四
歳
）
三
男
三
女
を
な
す
が
い
ず

れ
も
早
世

母
き
く
没
（
行
年
七
十
一
歳　

老
衰
）

大
正
六
年 

（1917

） 

九
月

 

十
一
月

三
十
歳

分
家
（
小
山
町
中
島
六
十
二
番
地
に
居
住
）

長
兄
半
治
岩
田
や
す
と
再
婚

三
女
志
磨
誕
生

長
兄
半
治
四
男
紋
地
（
嗣
子
）
誕
生

大
正
九
年 

（1920

） 

二
月

三
十
二
歳

長
兄
半
治
妻
や
す
没
（
行
年
二
十
八
歳
）

長
兄
半
治
り
ょ
う
と
再
婚

大
正
十
年 

（1921

） 

五
月

三
十
三
歳

四
女
み
ど
り
誕
生

大
正
十
一
年 

（1922

） 

二
月

 

四
月

 

十
二
月

三
十
四
歳

三
十
五
歳

五
女
愛
子
誕
生

長
姉
ま
さ
没
（
行
年
五
十
七
歳
）

父
勘
太
郞
没
（
行
年
八
十
二
歳
）

大
正
十
二
年 

（1923

） 

十
月

三
十
六
歳

富
望
主
追
悼
句
会　

天
位
（
選
者
服
部
畊
石
）

　
　

供
物
た
た
霊
棚
の
灯
の
揺
ら
く
の
み

こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
俳
句
を
作
り
始
め
る　

富
士
紡
績
小
山
工
場

内
に
俳
句
部
創
部
『
篝
』
創
刊

こ
の
頃
、
加
納
野
梅
門
下
坂
本
緑
村
帰
村　

加
納
野
梅
坂
本
緑
村
宅

訪
問
（
昭
和
三
年
以
前
）　

加
納
野
梅
主
宰
『
鬼
栗
毛
』
投
句

大
正
十
四
年 

（1925

） 

三
月

三
十
七
歳

長
兄
半
治
妻
り
ょ
う
没

大
正
十
五
年 

（1926

） 

六
月

三
十
八
歳

長
兄
半
治
没
（
行
年
五
十
歳
）

昭
和
二
年 

（1927

） 

二
月

三
十
九
歳

末
子
（
六
女
）
喜
美
子
誕
生

昭
和
四
年 

（1929
） 

一
月

 
四
月

 
六
月

四
十
一
歳

加
納
野
梅
月
刊
俳
誌
『
新
草
』
創
刊　

坂
本
緑
村
と
投
句

古
見
豆
人
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
立
成
美
高
等
小
学
校
長
に
着
任

古
見
豆
人
あ
ゆ
み
吟
社
創
設　

部
外
湯
山
素
歐
・
湯
山
逸
素
も
同
人

古
見
豆
人
の
推
薦
で
渡
邊
水
巴
主
宰
月
刊
俳
誌
『
曲
水
』
に
投
句



田園俳人松本椿年の生涯と作品（二）

三
九

 

九
月

四
十
三
歳
『
曲
水
』
第
十
四
巻
第
九
号（
昭
和
四
年
九
月
号
）
に
初
掲
載

　

豆
の
芽
を
な
め
つ
く
し
け
り
な
め
く
じ
り

　

餘
花
の
家
門
扉
音
な
く
開
き
け
り

昭
和
五
年 

（1930
） 
四
月

 

六
月

四
十
三
歳
『
あ
ゆ
み
句
帖
』
刊
行

小
山
町
立
成
美
尋
常
高
等
小
学
校
、
小
山
町
立
第
一
尋
常
高
等
小
学

校
に
改
称

昭
和
天
皇
静
岡
行
幸　

天
覧
の
飾
玉
を
作
る

　
　

行
幸
に
就
き
天
覧
糸
の
飾
玉
を
作
る

　

と
も
す
れ
ば
汗
ば
め
る
手
を
洗
い
つ
つ『
新
草
俳
句
集
』一
〇
八
頁

昭
和
六
年 

（1931

） 

一
月

 

十
月

四
十
三
歳

四
十
四
歳

古
見
豆
人
大
富
士
吟
社
創
設　

俳
誌
『
大
富
士
』
創
刊
同
人

草
案
新
築

　

飾
矢
の
鬼
門
差
し
ゐ
る
銀
河
か
な
（『
曲
水
』
第
十
七
巻
第
三
号
）

昭
和
七
年 

（1932

） 

十
月

四
十
五
歳

富
士
紡
績
小
山
工
場
退
社

昭
和
八
年 

（1933

） 

一
月

  

四
月

四
十
五
歳

正
月
富
士
登
山

雪
中
富
士
登
山
五
句
『
曲
水
』
第
十
八
巻
第
四
号
の
竿
頭
を
飾
る

　

吹
雪
く
中
に
御
慶
か
は
わ
し
て
消
え
に
け
り

 
（『
曲
水
』
第
十
八
巻
第
四
号
三
五
頁
）

末
子
喜
美
子
小
山
第
一
尋
常
小
学
校
に
入
学

　

木
の
芽　

末
子
入
学　

広
げ
た
る
本
の
匂
ひ
や
子
の
芽
晴
れ

 

（『
大
富
士
句
帖
第
一
輯
』
一
七
頁
）

昭
和
九
年 

（1934

） 

九
月

四
十
七
歳

石
田
佛
子
あ
ゆ
み
句
会
初
参
加

昭
和
十
年 

（1935

） 

一
月

 

七
月

四
十
七
歳

四
十
八
歳

こ
の
頃
か
ら
『
曲
水
』
へ
の
投
句
休
止

義
父
逝
く
三
句

　

凍
土
に
放
り
出
し
た
る
飾
り
か
な

　

松
と
り
し
穴
に
立
て
け
り
門
位
牌

　

霜
に
立
て
て
折
れ
し
線
香
や
笹
子
鳴
く

  

（『
大
富
士
第
五
巻
第
三
号
（
昭
和
十
年
三
月
号
）』
三
頁
）

小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
教
員
大
島
源
悟
郎
君
溺
死
（
三
句
）

　

水
底
の
子
を
呼
ぶ
母
や
雲
の
峰

　

夏
の
草
匂
は
し
く
焚
火
煙
け
り

　

暮
れ
ん
ず
る
水
に
火
映
え
る
河
鹿
か
な

 

（『
大
富
士
第
五
巻
第
十
号
（
昭
和
十
年
十
月
号
）』
四
頁
）

昭
和
十
一
年 

（1936

） 

三
月

四
十
八
歳

次
姉
く
ら
没
（
行
年
六
十
三
歳
）

昭
和
十
二
年 

（1937

） 十
一
月

五
十
歳

日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
甥
紋
地
招
集

　

秋
雨
を
擧
手
に
は
じ
き
て
征
き
に
け
り

 

（『
大
富
士
第
八
巻
第
一
号
』
昭
和
十
三
年
一
月
号
）

昭
和
十
三
年

（1938

） 

四
月

五
十
歳

古
見
豆
人
小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
長
を
退
職
し
、
湘
南
学
園

（
高
座
郡
藤
澤
町
鵠
沼
）
に
異
動　

大
富
士
吟
社
は
自
宅
東
京
世
田

谷
に
転
移

豆
人
先
生
送
別
句
會　

半
こ
げ
し
ま
ま
咲
満
ち
し
櫻
か
な

（『
大
富
士
第
八
巻
第
六
号
』
各
地
句
座　

駿
河
小
山　

豆
人
先
生
送

　

別
句
會
四
月
二
日
小
山
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
被
服
室
）

昭
和
十
四
年 

（1939

） 

一
月

 

二
月

 

十
二
月

五
十
一
歳

五
十
二
歳

初
孫
光
弘
誕
生
（
辰
雄
イ
マ
長
男
）

　

孫
の
尿
膝
に
ぬ
く
と
し
今
朝
の
秋

　

秋
の
灯
や
己
が
お
な
ら
に
怖
ゆ
る
皃

 

（
大
富
士
第
九
巻
第
十
一
号
昭
和
十
四
年
十
一
月
号
）

豆
人
師
駿
河
小
山
再
訪

甥
紋
地
戦
死

末
子
喜
美
子
松
本
本
家
の
養
女
と
す
る

昭
和
十
五
年 

（1940

） 

四
月

 

五
月

 

八
月

五
十
二
歳

五
十
三
歳

長
女
イ
マ
の
配
偶
者
杉
山
辰
雄
と
養
子
縁
組（
松
本
家
嗣
子
と
す
る
）

甥
紋
地
の
遺
骨
と
軍
刀
帰
還

　
　

戦
死
せ
る
甥
の
遺
骨
を
迎
え
て
（
二
句
）

南
風　
　

南
風
や
血
曇
り
濃
ゆ
き
日
本
刀

　
　
　
　

抱
く
遺
骨
脈
う
て
る
か
に
南
風
を
ゆ
く

 

（『
大
富
士
句
帖　

第
四
輯
』『
大
富
士
第
十
巻
第
八
号
』）　

孫
京
子
（
辰
雄
イ
マ
長
女
）
誕
生

昭
和
十
六
年 

（1941

） 

二
月

 

四
月

五
十
三
歳

次
女
サ
ク
婚
姻

『
大
富
士
第
十
一
巻
第
四
号
』
へ
の
投
句
を
最
後
に
投
句
休
止

父
八
十
六
歳
生
前
墓
碑
を
建
つ
（
二
句
）

　

冬
凪
の
入
日
に
に
じ
め
り
朱
入
文
字

　

冬
凪
や
己
が
石
碑
に
ぬ
か
づ
け
る

　

十
二
月
の
れ
ん
げ
咲
き
け
り
霜
の
中

昭
和
十
七
年 

（1942

） 

二
月

五
十
四
歳

孫
奈
美
江
（
辰
雄
イ
マ
次
女
）
誕
生

昭
和
十
八
年 

（1943
）十
一
月

五
十
六
歳

義
兄
紋
次
郎
没
（
行
年
八
十
六
歳
）

昭
和
十
九
年 

（1944

） 

二
月

五
十
六
歳

孫
光
弘
早
世
（
行
年
六
歳
）



宮　川　充　司

四
〇

昭
和
二
十
年 

（1945

） 

二
月

 

十
二
月

五
十
七
歳

五
十
八
歳

三
女
志
磨
婚
姻

次
兄
啓
作
没
（
行
年
六
十
一
歳
）

昭
和
二
十
一
年 

（1946
） 
二
月

 
四
月

五
十
八
歳

孫
典
彦
（
辰
雄
イ
マ
次
男
）
誕
生

四
女
み
ど
り
婚
姻

昭
和
二
十
二
年 

（1947

） 

四
月

五
十
九
歳

末
子
喜
美
子
、
山
﨑
栄
と
婚
姻
（
松
本
本
家
の
嗣
子
と
す
る
）

昭
和
二
十
三
年 

（1948

） 

五
月

六
十
歳

『
大
富
士
』
投
句
一
時
復
帰
（
第
十
八
巻
第
五
号
・
十
一
号　

第
十

九
巻
第
六
号
・
十
号
）
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
大
富
士
の
検
閲
廃
止

昭
和
二
十
四
年 

（1949

） 

四
月

六
十
一
歳

孫
時
男
（
辰
雄
イ
マ
三
男
）
誕
生

昭
和
二
十
六
年 

（1951

）十
一
月

六
十
四
歳

五
女
愛
子
婚
姻
（
石
田
仏
子
夫
妻
が
仲
人
）

昭
和
二
十
九
年

（1954

） 

二
月

 

五
月

六
十
六
歳
『
大
富
士
』
第
二
十
四
巻
第
二
号
へ
の
投
句
再
開

　
　

老
後

　

ま
だ
餅
を
つ
き
得
る
力
あ
り
に
け
り

　

凶
作
の
田
面
と
も
な
し
初
日
の
出

足
柄
峠
豆
人
句
碑
除
幕
式
記
念
句
会
（
五
月
二
十
三
日
）

　

富
士
か
ら
の
薫
風
句
碑
の
座
を
巡
る

昭
和
三
十
年 

（1955

） 

五
月

六
十
七
歳

妻
す
み
逝
去　

行
年
六
十
九
歳　

老
衰

　

老
妻
没
す　

三
句

う
な
づ
け
ど
目
は
う
つ
ろ
な
り
南
風
に
灯
す

子
の
孫
の
泣
く
を
制
し
て
南
風
に
佇
つ

師
よ
り
の
悼
句
南
風
の
線
香
つ
ぎ
足
し
ぬ

 

（『
大
富
士
』
第
二
十
五
巻
第
七
号　

昭
和
三
十
年
七
月
号
）

昭
和
三
十
三
年

（1958

）十
一
月

七
十
一
歳

古
見
豆
人
師
没
（
十
一
月
二
十
二
日
花
石
蕗
忌
）

昭
和
三
十
九
年

（1964

） 

一
月

七
十
五
歳

孫
京
子
婚
姻

昭
和
四
十
年 

（1965

） 

四
月

七
十
六
歳

孫
奈
美
江
婚
姻

昭
和
四
十
五
年 

（1970

） 

四
月

八
十
一
歳
『
句
集　

老
稚
』
出
版

昭
和
四
十
八
年

（1973

） 

四
月

八
十
五
歳

前
田
岳
人
没　

行
年
八
十
七
歳

　
　

岳
人
逝
く
五
句　
　
『
第
二
句
集　

限
界
』

　

次
に
逝
く
は
吾
か
も
春
の
雲
仰
ぐ

　

花
冷
え
の
土
か
け
て
永
遠
の
別
れ
か
な

 
  （『

み
づ
う
み
』
第
四
百
二
号
昭
和
四
十
八
年
七
月
号
）

昭
和
四
十
九
年

（1970

） 

四
月

八
十
六
歳

石
田
仏
子
和
光
市
に
転
居　

五
月
十
九
日
中
島
公
民
館
で
送
別
句
会

昭
和
五
十
年

（1971

） 

十
月

八
十
八
歳

孫
典
彦
婚
姻

昭
和
五
十
六
年

（1981

） 

六
月

 

九
月

九
十
四
歳

勝
福
寺
に
て
岩
田
柴
人
・
小
野
虹
人
の
追
悼
句
会
（
六
月
十
日
）

石
田
仏
子
没
（
行
年
七
十
四
歳
）

昭
和
五
十
七
年

（1982

） 

四
月

九
十
四
歳
『
第
二
句
集　

限
界
』
出
版

 

八
月

九
十
五
歳
『
仏
子
句
集　

花
筏
』
没
後
出
版

昭
和
六
十
一
年

（1986

） 

二
月

九
十
八
歳

行
年
百
歳
に
て
逝
去

　
　

絶
吟

　

春
風
に
乗
つ
て
ゆ
か
ば
や
句
の
行
脚
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